
コーナー展 描かれた品川－明治・大正・昭和の版画から 

期間 令和2年12月12日（土）～令和3年1月31日(日) 37日間

会場 第二展示室

有料観覧者 一般497 小中33 一般団体0 小中団体0 有料計530 

無料観覧者 区関係44 区内小中213 招待0 高齢者202 無料計459 

総 計989 

〔開催趣旨〕 

土屋光逸、川瀬巴水、小泉癸巳男らによって描かれた、明治時代から昭和時代にかけて品川の風景

画を紹介した。

〔展示内容〕 

・土屋光逸「東京風景十二枚 品川沖」（昭和10年5月） 

・川瀬巴水「東京十二景 品川沖」（大正9年夏） 

・川瀬巴水「東京十二景 大森海岸」（昭和5年11月） 

・川瀬巴水「東海道風景選集 品川」（昭和6年3月） 

・小泉癸巳男「昭和大東京風景百図絵版画 品川区 鈴ヶ森刑場跡」（昭和10年） 

・小泉癸巳男「昭和大東京風景百図絵版画 戸越銀座駅（荏原区）」（昭和15年） 

・織田一磨「東京風景 品川の雨」（大正6年） 

・織田一磨「画集東京近郊八景 五反田駅」（昭和7年） 

・前川千帆「新東京百景 五反田駅」（昭和7年） 

・作者不明「品川汽車発車之図」（明治21年8月10日） 

・東京青雲堂石版部「品川海浜之朧月」（明治43年5月） 


